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院政
々
権
序
論
史
さん
両問
建久元年源頼朝が始めて上洛した時、摂政九条兼実に対して、「当時法皇、執天下政治、：：・天子如春宮也、：・：」
U
と語
っ
た
言葉は、院政時代に於ける天皇の地位を端的に表現し、院政の本質が何であるかを明示している
。
院政は始め摂関政治を打破して
天皇親政え返す一時の方便として行われたものであったが、経験を重ねて行く中に天皇は上皇と云う名で自由に親政々
治
が行え律
令官制の形だけは其のま、保存され、旧官僚達に 或程度の満足を与えて置く事 出来ると云った工合で、それが一番よい制度である事が発見され永続する様にな
っ
たものである
。
即ち院政と
一 五
うのは、上皇と呼ばれる天皇 と呼ばれる皇太子、皇太子と呼ばれる次位皇太子があ
っ
て、院政と呼ばれる天皇親政を行
っ
た
のである‘と理解すれば其の本質に近いも と思はれ は
。
院政は叉家父長制の頂点に立つ上皇の政治であるから律令政治
と比して、若干 私的要素を含む。これ 土地制度が律令制に於ては国有制であるに対し、院政に於 は荘園制 う私有制に基
ヨ
酒
巻
正
良B
づ
いている事に図る。
家
族制度の下では家公長権は強いので、院
政下にあっては、「太上天皇無別正帝、庁御下叉量異詔勅哉」はと云う有様で、院宣は詔勅と全く同格で、後には其の上に位する様になコた。承久の乱後、嘗て皇位に即かれた事の無い後高倉院の院政が行はれたのは、家父長権の強大を一不す好個り事例である
。
、
院政は天皇から見れば其の主権の制約であり、主権そのもの
L
分裂であ
っ
たから、最初には天皇との衝突もあったが、武家階侃般
の撞頭に伴い、律令的古代勢力は院により統合せられ、院は古代勢力の代表的存在とな
っ
た
。
院政は古代末期から中世の前半にか
けて行はれたが四期に区分される
。
その第一期院政
H
白河烏羽院
政は広義天皇制政権の黄金時代であ
コ
たと思はれるし、第二期
H
後白河、後鳥羽院政と併せて、皇室の経済的基礎の確立期 も
あ
っ
た
。
即ち戦国乱世に及んでも一応皇室が其の権威を失墜する
事無く経過し得たU経済的基盤 確立期であった
。
第三期
H
後高
倉
l
後宇多院政は未だ政権としての存在価値も有したが、第四期
H
江戸院政は全くの名称のみの存在であ
っ
た 。
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第二軍
院政々権成立の前提
院政は太上天皇の行はれた政治であり、摂関政治と同じく律令
制的変態政治であり、この成立には次の様な理由が考えられる
。
ハ円土地制度の国有制
H
律令制と私有制
H
荘園制の問題
川村律令制国家に於ける人民の謀役負担過重の問題同律令制に於ける天皇親政思想と非親政との関係問題この様な理由によコて発生した院政 、一つには鎌倉幕府
の半
古代的性格と、叉院側に於ける武家階級に対する自存の為の団結の必要とによ
っ
て長期間継続する様にな
っ
て行
っ
たのである
。
第一節
土地固有制の崩壊と荘園の発生
律令制は、一口に云えば皇室
H
天皇を中心とする強度の中央集
権的官僚的国家機構何であると云えるむ律令制は早く大化 改新によって方向づけられ、約半世紀を経た大宝年間に及んで完成を見。其の支柱は世に公地公民と云はれる所の土地国有制と公民制とであった。其の仕組は六年一班の班回収授法及び其・れに伴う祖・庸・調・雑徳の収公 あった。そして租は比較的軽いものであったが、庸・調・雑傍に於 る佑役労働性の強い収取体制
ω
は、律令制をして土地よりも労働力に重きを置いた人身 国家的直接所有支配の体制を思はしめる。然も其の土地国有制も旧勢力の抵抗により徹底的に実現されたわけでは無く、猶寺院や神社には依然として広大な土地所有を認めておりげ純粋なものでなく、人口の増加、生産力の低さ、過重なる負担体系、天災地変、事務
八白
四
の繁雑、官僚の私慾等によって次第に崩れ、慶雲三年には早くも国庫の危機日が現はれる 至り、養老六年には公民の館前役労働による良田百万町歩の開墾ゆが国家の子によって行 れ、翌三世一身法 発布仰を見、ついで天平十五年即ち律令制の最盛期と云はれ 時に於て 墾田永世私財法の施行仰せられるに至
コ
た
っ
これは即ち土地国有の原則の全く放棄せられた事を一示すもの
であり、同時に土地私有即ち初期荘園の発達成長を是認す ものであ寸 。かくして漸次大土地所有者の発生を見、班田農民は貴族・豪族・社寺等の犠牲者として愈々重課にあえぐのである
。
第二節
班回農民の負担
律令制は其の前代の皇族・貴族叉は諸一家族が私的に所有してい
た屯倉・田荘・部民などを廃し、これを公民・公地としたので、即ち貴族・豪族層による収取体制を私的から集団的、共同的所有に代え もので、或意味では強制力 強化した収取体系 法律の名に於て確立したものと云え
。
然も其の人身の直接所有的支配
体制は、負担を甚しくして班田農民は到底是に耐え得なか
っ た 。
例えば役満ち 帰郷の時の有様はと云うに 「諸国世民、還郷之日、食糧絶乏 多箆道路、転揖溝整、其類不少」山と云っ 状況で、叉「頃聞、至子三冬問 市辺多餓人、一
一晴間其由、皆云、諸国
調脚不得選郷、或因病憂苦、或無線飢寒」
ω
と云う悲惨なる状態
であっ
た
。
この様な有様を経て獲には相当部分の班田農民は、家
の生活ま が破綻して「逃亡」川以外
に
方法が無くなってしまっ
た。そして其の結果は治田の増加、荒撫地の発生、班田農民の措
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層分化の促進名主的なる農民の発生、貴族・社寺・豪族等による大土地所有の展開えと限り無く発展して行く様になったのである
ο
延喜・夫暦時代以降になると直接的労働力の収車体制は農民
の生長によって変貌を来し、土地の生産物を収取する様な体制えと移行する様になり、こ、に不輸不入山の特権を持つ荘園は俄かに拡大し名主層による寄進地系荘園の大発 を見るに至る。
第三節
天皇親政と執政々治
律令制は天皇を頂点とする国家機構であって親政は其の原則で
あるが、史上大体に於ては弛やかなる親政
ω
が行はれ、所謂執政
に事を委して単 諸政をキコシメサレルだけの形態が多かった。其の様な場合 人民層からみる場合 於 は現実に政治の局に当る者が最高権力者と見えるのは当然であり、何等か 必要によって自己の保護者として依頼する場合に於ては、其の最高権力者と見える者に依存する事が最も有利且つ安全 ると思惟するのは当然と云えよう。例えば課役負担を免れる為に自己の土地を名目上寄進する様な場合特に然りである
。
此の様な事情の中から摂関
政治は芽生えたが、院政も亦同様な経過 辿った。即ち摂関家よりも強力な権力者が存在する 示す似事 よって、天下の人心を院え集中させる様にな
っ
たのである。院政は律令制に忠実なる
意味での天皇親政に伴う自然の結果であったが、土地私有制を基盤とする政権であった為に、変態的形態を紹来 る結果となた。即ち院政は土地私有制の上に立つ天皇親政の実現方式であったのである。云いかえれば、思想的には律令制的夫皇親政の思想
が、在済的には反律令制的方法で実現されるやり方として、院政政治が律令制にとらわれない院庁と云う令外の機関によって行はれる様になったのである。そして院政は、摂関政治が天皇一の母系集団
ω
に支えられたのに対し、父系集団
ω
の上に成立したもので
あり、両者共 朝廷と別個の場所に於て行はれた政治であった点に於ては幕府の出現を暗示するものであった。か・くして、院政々権は第一期より第三期までは、特に天皇親政実現の為の方便手段として存続したものと考えられるの って、荘園の獲得及維持えの努力が其の中心課題と考えられ 後三条天皇による記録所ゅの設置も亦其の例に洩 なか
っ
たのである
c
第四節
摂関政治と藤原氏の荘園政策
藤原氏は律令制定の功業及歴代人物の輩出した事によって、重
代国家の高官・高職に補せられ、それに伴う経済的地盤似を獲得し、皇室との血縁関係を確立して遂に太政大臣の具体的職掌として出発した摂関職を独占して官職 任免権を掌握し、弦に其 執政々治を展開したが、其の結果班田農民 から成長して来 名主層は、過重なる課役の負担から免れる為に 其め荘官職を保有して争って其の荘園を藤原長に寄進する様になった
c
かくで始め一
は職分田・位田・職封・位封・功封・季録・馬料・月料等 律令制的収入を経済的地盤としていた藤原氏は弦に大土地所有者としての反律令的地盤をも獲得す に至った。然 こ が藤原氏の荘園政策を其のま〉規制するもので、令外の官と 云え律令制的存在である藤原氏としては、荘園 並大に無条件 賛成し難かっ
八
五
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た。即ち律令制維持の為に屡々荘園整理令仰を出さざるを得なかった所以である。それが前述の理由によって皮肉にも最高権力者即ち荘園整理の実施者たる藤原氏えの 寄進の集中を招いた
。
第ニ章
後三条天皇の親政
摂関政治を樹立した条件は其のま〉同政権を没落せしめる条件
となって弦に政局は大きく廻転する様にな
コ
た。即ち藤原氏に皇
子出生の事絶
え
て外戚の地位
が
失はれた事が其の一であった
。
後
三条天皇はかくして藤原氏を外戚とせずして即位せられ、弦に強力なる親政を展開せられるに至った。当時荘園は、「抑々我朝者偏依荘園滅亡者也」仰と云はれる有様 ったから、天皇は荘園を停廃する事が律令制を振作す 所以であると覚られた であるが、実行の到底不可能なるを察して荘園には荘園を以て対抗する以外に親政実現の方途は無いと考えられる様になり、日本一の大土地所有者たる藤原氏を押えて天皇親政の実をあげる為には自が大土地所有者たる豪族になると云う政策を取らざるを得子、悲に其の荘園整理令部を下すに至
っ
た。記録荘園券契所はかくして
設置せられたが、其の目的と 所は藤原氏 筆頭としての権門・寺社・豪族等の荘園を可及的最大限に整理すると共 、皇室の経済的基礎を再建しようとす も であったのである
。
此の荘
園整理の強行仰は果然天下の荘園寄進者層に重大 心理的影響を与え、特に藤原氏 圧迫 士山をのぺ得 か
っ
た中小貴族層や
地方受領層をして其の政策を支持せしめ に至らしめた
。
天皇は在位僅に四年八箇月を以て譲位せられた
が
、それは天皇
の地位にあって既成機構を利用して所期の目的を達するには相当の支障の有すべきを感得された結果であって、内れはやがて院政開始の問題と重要なる関係を持つもの る。
m
即ち院政の出現
は後三条天皇 意企に基づいたものと考えられる。
第三軍
第一期院政と院近臣
白河・鳥羽院政を第一期とするが、此の期間は摂関政治に対す
る院政が勝利を得て行く過程である
。
堀河天皇の御在世中の前半
即ち関白師通の在世中に於ては、未だ朝廷の発言力も相当強か
っ
た仰が、師通の藻後、摂関 任免権も上皇の手に収められる様になり、院の専制支配体制は確立する様になった。其の結果は藤原忠実や頼道の様な名門の貴族でも其の権勢の隆替は↓ 院の信任寵愛の如何にか
h
り仰院政主の交替によって権勢家の聞に遇涼週
の地位の転倒する者が多くなった。即ち院は院近臣の附属物ゅではなく実に其の主体であったのである。院近臣に 村上皇と関係を別にしても猶伝統的な社会的政治的地位を保持して居 所の摂関家以外の上層貴族層と 仲上皇 信任寵愛を唯一の支柱とする者とのこ種が有り、普通には院の手足となった中・下級層貴族が院近臣と呼ばれている。そして其の性格には事務に練達した実務家系統と経済的に奉仕した受領層系統が有った。特に受領層の最も必要であ
っ
た事は国守の地位の保持であり、其の為には藤
原時代に於ては其の任免の実権を握る摂関家に、院政下に於ては同様院に追従奉仕しなければならなか
っ
た。結果的には国守の地
位は院近臣層の手に占有される様になり国はあげ 受領層 荘園
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と化し去ったのである。即ち、「受領ノットメタヘガタシ」州市等云うのは表面の理由であって受領層は荘園化した国街領
の
髭大の
為に後三条天皇の荘圏整理今に協力したのである
。
第四章
院庁の組織と武士階級
院に奉仕する官僚は総て院司と称されたが其の長官に当る者は
院別当であり、其の員数の多少は院の勢力の如何にか、り不同であった。其他院庁 は執事別当一・年預・判官代
、・主典代等があ
っ
た。院庁とは別に 蔵人所・召次所・別納所 進物所・御厨子所・仕所・文殿等の官職もあった。院別当には諸大夫
ω
と卑称され
ていた中下級貴族出身の院近臣が摂関家を始めとする上級貴族と共に補せられて居り、判 代には中流以下の貴族が補せられていた。然し判官代は吏途の 発点として任ぜられる例が多く其等は多く若年ゅにして比職に補せられた。史受領層としての近臣層は院の側近に奉仕する為に遠国に赴任出来ず、畿内先進地域即ち熟圏、大国側に任ぜられ 経済的奉仕を行いつ〉其 身を院 専制下に守ってい 院は叉院近臣層を在来の朝廷
H
政府機構の中に
配置して其の機構をも掌中に収めたが、例えば内 頭 殆んどに近侍した受領によって占められ、修理大夫 知き 亦 例に洩れなかった
c
院と内裏とを結ぶ重要な地位にあった蔵人頭には
上級貴族が任命されたが、院の信任寵愛の無い者 上級貴族であっても補せられず、逆に中涜貴族層も院の撰択仰によっては多くの蔵人頭然も弁官を兼ねた所謂頭弁を輩出させ得 のである
。
次に北面の武士及西面武士についてい〉あるが、其等は既 実力
を有して来ていながら未だ武家と云う階級意識が無く貴族の従僕として其の顕使に甘んじていた古代的武士団をして、中世的な武家階級えと発展せしめた拠点となった点に於て重要な意義を有するのである
c
即ち院政々権の武力的な方便として設置された機関
である北面武士及西面武士は、個々の武士団を中央に於て統合し階級的自覚をおこす根元を培っ のであり、やがて其の結果逆に院政タ権が圧迫逼塞せられる様に って行く。然も其等武士団．の内、源氏は義家を除いては摂関家との関係に於て其の地位を上昇させて来たので、摂関家の没落と共に表ろえ、平氏が先づ其の級的武力を率いて中央政界に雄飛する様 るのである。
第五章
第ニ期院政と平氏政権及源氏政権
第一節
第二期院政と穴渡羅平民政権
第二期院政々権は平氏及源氏の政権に対立するこ重政権たる所
に其の特色があるが、先づ六波羅に樹立された平氏政権は保元の乱を其の近因とした。比の乱の結果院庁と朝廷 が合体して後白河天皇の親政となり、ついで院政に移行
L
たのであるが、保元の
乱後弘仁以来絶えていた死罪が実施され 事 武 時代 到来を思はせる。平氏政権は形式的には武家によって樹立された政権であったが、其の実は院の庇護舗のもとに成長し結実したものであった。従って其の基盤をなすものは、中央地方 通じ の律令機構の実際的把握と知行国・荘園の大量占取
ω
であって、此の二点
は外ならぬ院政不権の政治的経済的基盤であり、更 は摂関政治
八
七
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とも一脈相通ずるものであった。日宋貿易などは封建主義とはむしろ縁のない事象であり、此の様な意味から平氏政権は武家によって樹立された政権ではあっても、実質的には古代的・貴族的政権であった。きればこそ後白河院と 正面衝突仰を来して或 悪党ゆと云はれ国司に乗く者ゆと云はれる地方掻乱の中に源氏の一撃を受けて、院の操縦策の中に没し去った。
以仁王の令旨と云う古代国家の余喬による依頼を以て其の挙兵
を正当化した源氏は、関東 豪族・領主層を軍事的に組織し得て武家政権を開く端緒をつかんだが、か〉る豪族層をつかんだ事は、其の末端機構の存在を肯定した半古代的性格を得た となり、同時に豪族にとっては其の相互間の対立と階級的連合 必要との為に階級 超越した貴族出身の頼朝を頭首に選ばざるを得ない結果となった。頼朝が独裁的権力を振い文院 庇護を蒙 ながら漸進した封建色は是等半古代的な性格 自然の姿であり。頼朝は平民及義仲 の鼎立 利用し、其の間院に蜜奏叫して巧に進出し院をして東山・東海両道に対する事実的支配権を政治的に認めさせる結果を得て、労せずして東国行政権とも云うべきも 仰を其の手中に収めた。此 様 して源民は律令機構に拠って樹立された最初の武家的政権たる平民の後 追って 惣領制及御家人組織の上に立つ進歩的新機構を以て鎌倉幕府を創設するに至った
。
第 － － 節
第ニ期院政と鐘倉源氏政権
東国行政権を得た頼朝は侍所・公文所・間注所を設置して簡素
な武家政治を開始したが、義仲滅亡後復活した院の勢威 警戒し
尺
八
つ〉着実に布石し、院が平氏には義仲を、義仲には頼朝を唆み合せて其の上に安座する政策を再び頼朝と義経との閉館に利用しようとした破綻を突いて、文治元年仰 公領荘園の別無く全国平均守護地頭設置 権を獲得して幕府の基礎を不動のものにした
。
大
犯三箇条仰に権限を有する守護制度は国街機構えの合法的喰込の橋頭盤となり、警察権・徴税権・下地管理権・段別五升の兵根米徴収権等を持った地頭仰の設置は、御家人組織を通じて頼朝 政権を全国的なものに育成して行
っ
たのである
c
かくて名主百姓層は荘園領主側と地頭側の二重支配の中に其の
地位を置く様になったが、荘園領主側の間接支配及年貢徴収 のみ目的とするに対して、地頭側の在地性 よ 直接支配及年貢徴収はもとよりであるが、直接に人民を封建的 組織化しようとする努力は両者の絶間無き斗争を経て 次第に後者の勝利に帰し、やがて一国支配の所領 つくりあげる方向えと動いて行った
。
当時院は古代勢力の頂点に立って居り、猶相対的に強大であ
っ
たので、遂には五畿七道の兵粒米の免除を実現せしめたゅのであるが、是は幕府の半古代 性格に基づく弱さ 然らしめるも でもあ
っ
た。頼朝は亦院が奥州に逃れた義経と連絡のある事を知
っ
て、遂に奥州を平定し仰武力的な全国統一を完了 せた。叉九条兼実・西国寺会権等を通じて院の動向 察知し、後白河院の崩後征夷大将軍補佐川 希望を果して後、院側の権力 村上源氏土御門通親を経て直接後鳥羽院に継承ゆされる様になるまでは朝幕関係は表面的には比較的平隠無事 保
っ て
居た
。
此の筒後鳥羽院に
よる倒幕の準備 着々進んだが院は先づ新に西面 武士を置き
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叉僧兵勢初一を味方に入れる等してやがて頼朝の藁後相次ぐ幕府内部の叛乱仰等によって其の勢力を評価誤算し 承久 乱を起したのであるが、其の 件に敗北するや弦に院政々権は幕府政権との比重を逆転する様になって行った。京方 味方 た会家・武士の所領三千余箇所の没収で院側は再び起つ能はざるに至り、地頭 大量設置によって全国は幕府権力の及ぶ所となり終ったのである。
第穴章
第三期院政と鎌倉北条政権
第三期院政は、次第に半古代的性格を脱して武家政権として純
化して行った鎌倉幕府後半期に於ける後高倉
l
後宇多院政の期間
であって、此の間鎌倉に於ては源氏独裁政権の対立物として生れた北条氏の合議制による執権政治が展開し、御成敗式目の制定切によって武家政治に於ける法治主義が確立したが、蒙古襲来 事あって以降は再び北条氏専政体制えと移行するに至った。惣領制の解体と酒屋・土倉・借上等貸幣経済高利資本家の経済圧迫等による御家人の窮乏化は、徳政令仰を以てしでも救済するに至らず、他方地頭側の領家側下地の侵略は絶間無い訴訟を惹起し、遂には地頭請・下地中分方式による解決法も案出されたが、それすらも追付かない程の勢にな「て行った。叉一方、悪党ゅの名を以て記録される中小名主層は武力を貯えて小野伏団となり、動乱を利用して中央政界とは別個に自在に活躍して古代 権の根底 侵蝕改変させて行きっ、あ
っ
た
c
か
L
る聞に後嵯峨院の素志と遣詔仰は、皇統に大覚寺統と持閉
院統の二派を生じ、その結果皇位 最終決定権は幕府 握られる
様な始末を来して、幕府の朝政監視と操縦策、皇統両派の対立抗争、関東申次西国寺氏の策動と三者相侯って院政々権の力は頓に振はざるに至る。幕府による両統迭立の震 叉保和談仰は一応其等の総決算であった。然し第三期院政も未だ相当の経済的基盤を温存していたので幕府の徳政令に倣って再三荘園体制の維持と荘園領主の保護救済の為に徳政令怖を発布し積極的に其の保護育成に当った。か、る背景下に後醍醐天皇は文保二年に践詐されたが、天皇は倒幕と天皇親政 よる律 制古代国家えの復帰を理想とされ、そして其 影響もあってか、後宇多法皇による院政はやがて中止怖されて、弦に治天 君と天皇とは同一体となった
。
結
果的には付皇室領の武士として長く古代国家権力の直接支配下にあったもの、付非御家人と 百五十余年幕府の圧迫下にあ
っ
た
もの、同承久・宝治・弘安の乱 結果北条政権に圧迫せられたもの、同地域的封建的支配体制を指向す 個人的利害 みを以て集散する悪党的武士団の活躍 旬新田・足利等の有力御家人の寝返り、等によって其の理想を実現し得 建武中興を見 ったが、其は土地国有制に裏付け ぬ理念的律令制国家 為に、二条河原落書切に見られる様な困乱を惹起 三年を経ずして中興政治は破綻し南北朝時代に突入して行った
。
北朝はやがて
武家の単一政権と化し 六十年の争乱を経て古代政権 南朝は完全に屈服した。然 其の天皇親政思想即律令制国家思想
H
土地富有思想は南北朝合体の条件閣の中 例え其れが実現されなかったと 云え、「諸国々街悉皆可為御計侯」と云う語中に輝いてい る 。
/¥. 
九
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第七草
院政々権の経済的基盤
十
i
十一世紀の荘園が政治的権力を媒介として権問勢家に寄進
する事によ
っ
て成立したものである以上寄進した本所・領家の政
治的権力が弱まれば、更に他の権勢家に寄進されるのは当然であ勺て、例えば肥後国鹿子木荘仰・大和国檎牧荘仰・丹後国育毘荘仰・尾張国小弓荘
m w
・備前国鹿回荘仰等は其の好例である。即ち
荘園領主の権門家えの接近は其の勢を仮らんが為であり、その目的は自己の所領を他の横妨から守る為であり、更に具体的には鹿子木荘の寄進の例に尾 様 国街の妨を免れん為であった
。
叉藤
原氏の氏寺たる興福寺の所領等の例仰を見ても、受領層と権門貴族層との対立は分明であるが、院政友権 経済的基盤は此等の間際を利用して確立されたものである。即ち摂関家にまさる 力の所在を示す事によって 地系荘園が 集中する結果、皇室
の
経済的基盤が強固になり、摂関政 圧倒して院政
H
広義天皇親
政が行える様になる事は、同時に受 層にして見れば権門貴族の荘園を整理する事 自己 国司職を一つ 利権視 いた考
え
方
と一致する結果、院政々一権は全面的に受領層の支持を得る様 なったのである。従
っ
て律令制による国司受領層を其の政治的階級
的地盤 した院は、律令制の頂点 立つ天皇制を全廃して院政に切替える事は出来なかった訳であ 。
皇室領は以前からも多小にか
h
わらず存在し、一時経済面から
天皇制が解体する危険性もあり、摂関時代 天皇と云う 位其のものに附属する半公半私的財産の制度が作られた備程で
あ
る が 、
九。
今や院説時代に入
2
て、荘園は常に荘園整理令を発する主体に向
シ
て結果的
には集
中さ
れ、院は他の権門・勢家の荘園整理をよそ
に莫大な荘
園
を所有するに至
っ
た
っ
そ
し
て皇室は天平時代に比一屑
L
得る黄金時代を迎
え
た
のであっ
た
ο
只夫れ夫平時代との相違は
前芳一が土地国有制の上 立つ繁栄であ
っ
たのに対して、後者が士
地私有制の上に立つ繁栄で
あ っ
た点にある。かくして集中した荘
園は今日の私の研究によれば次の通り閣になっている。然し実際に
は更に多か
っ
たものと推定されるのである
。
1
国街領
l
甲斐・美濃・越前・因幡・揺摩・備前・讃岐、
2
長講堂 ー百捨五荘、
3
八条院領！百弐捨荘、
4
後白河
院領
l
六拾四荘、
5
七条院領
i
四拾七荘、
6
後宇多院領
1
九
拾六荘、
7
室町院領
1
八拾三荘、
8
亀山院領ー四拾六荘、
9
安楽寿院領｜六拾六荘、山歓喜光院領
l
三十九荘、日白
河院領！三十二荘、ロ烏羽院領
l
三十八荘、日法金剛院領
l
三十八荘、
U
六勝寺領
l
一ニ十一荘、日新熊野社領
l
三十六
荘、日最勝光院領｜二十五荘、口興善院領
l
二十荘、日頼
長没官領
1
二十二荘、印後鳥羽院領
l
十七荘、初蓮華王院領
1
十七荘、幻待覧門院領・美福門院領・以上からの引継領・金
剛勝院領・蓮華光院領・歓喜寿院領・鳥 法住寺領・新日吉社
領・親範没官領・宣腸門院領・建春門院 ・段富門院領・蓮華
心院領・浄金剛院領・弘誓院領・百蓮院門跡領・宝樹院
領・恩徳院領の計九拾弐荘
合計
l
国街領七園、荘園千四拾四荘
陸ω
宝葉、建久一克年十一周九四条
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ω
吉村茂樹「上皇政治の実相」〈新
B
本歴史）「院政の成肉に
ついて」（日本歴史第十号）参照
ω
長寛勘文
ω
奥野高広「皐室御経済史の研究」参照
ω
令義解金篇参照
川w
回令賦役令参照井上光貞「部民の研究」（日本古代史
の諸問題）参照
的問令「凡同六年一班一再々神田寺田不定此限、謂此即不
税問也、縦有崩埋設食不可更復加授也」
ω
続日本紀慶雲三年三思条
ω
同「間四足乙丑太政官奏日一式々、食之為本、是民所天、
随時設策、治国要政 望請、勧農積設、以備水卒、何番所司、差発人夫 開墾膏腹之地良回一百万町 其限伎十日云々 」
側同「養老七年四用辛亥
λ
太政官奏．頃者、百姓漸多、回
地零狭、望語 勧課天下、 闘同時、其有新造溝池 営開墾者、不限多夕、給伝三世、若逐旧溝池 給其一身、奏可之」
ω
同「天平十五年五月廿七日、乙丑、認目、知聞、墾回依
養老七年格、 満之後依例収授 由是、農夫怠催、開地復荒自今以後、任為私財、無論三世一身、悉成永年莫取一再々」
ω
同和銅五年
E
月詔
ω
同一六平宝字三年宣月認
ω
大日本古文書天平六 出雲国計会帳、神亀三年山城国民
雲郷雲上里雲下里計帳、参照
日本古代社会史の研究ハ北山茂夫「奈良時代の農民問題」〉
日開今井林太郎「日本荘園制論」藤間生大「日本荘園史」石
母国芭「中世的世界の形成」
ω
石井良助「天皇」
間間後三条天皇の延久の荘園整理令によって記録荘園拳契所
を設置にて其の整理を強行し、藤原氏の荘園も其の例外たり得なかった
。
〈竹内理三「貴族政治と其
の背
景 」 〉
MW
側例えば藤原氏の栄華を極めた最後である後三条天皇即位の年と白河院政の中期でゐる長治年聞を例にとって見れば、前者に於ては公卿総数二十四の内藤原氏十五であるに対し、長治年間
K
於ては総数二十四の内源氏十二、大江氏一、藤原
氏十一となっている。（竹内理一ニ「貴族政治と其 背景 新月本史大系第二巻所収）－
ω
倒百錬抄「延久元 二月廿三目、可停止寛徳二年以後新立庄園、縦雄被年以往立券不分明、於国務有妨者、同停止之由宜下、閏二月十一日、始置記録庄園券契所、定寄人等」
ω
椋令参照（位問、職分回、職封、功封、位封、季縁、馬
料、月料、臨時の賜物等〉
ω
延喜二年、永観二年、官
一徳二年、天喜三年等の整理令
ω
愚管抄、今鏡 （例えば絹布の制 話価の法、量衡の制、
官吏登用等〉吉村茂樹「後三条天皇」（新日本歴史、天皇親政 実相所収〉
ω
宝葉、永安三年十一月十二日の条「天下之地悉為一家之
領、公領無立錐之地殿、可悲之世也」ハ小右記 万寿二 七
九
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用十一日の条一可と共に度々引用せられ
的吉村茂樹「後三条天皇」前掲書ω
中右記、嘉承二年七月十九日の条「叙位除目御意所及、為
先道理、只恨時世及末、夫下頗乱、但偏非一人之各殿、法皇己在、世間事相分両方之故也」愚管抄、巻四「堀河院御成人 後二条殿又殊ノ外ニ引ハ
MY
タ
ル人－一テ ノマツリコト、太上天皇一一モ、大股一一モ、イトモ・申サテセラルコトモマジリ
J夕 刊
J
ケル二ヤトソ申メル」
本朝世紀、康和元年六月二十八日条「郎通 受性部達 母賢愛士、以仁施 、以徳加物、
LX
々、嘉保、永長間天下粛然」
側台記、久安六年九月二十六日「橋政者天子所授」云々
中右記、大治四年七月十五日条「政問自叡慮、金不依相門」一再々、股暦．永久六年壬九月十五日条 長秋記、長承二年六月二日条、中右記、大治
f七月二十三日条
側林屋辰三郎「院政々権の歴史的評価」歴研一四九号制愚管抄「延久ノ記録所トテハシメテヲカレ夕刊
J
ケ ル ハ 一 式
々スナハチ宇治股ノ時一ノ所ノ御領御領トノ、 、云テ、庄圏
諸
国でミナテ受領ノットメタへガタシナド、一式々」
似合記康泊三年
E
月一日条参照（美福門院も頼長より諸大
夫女と蔑視されている〉藤原魚名より出た末茂読はとの代表的なものである。（中右記長承ご年八月十九日条 台記天養二年二月廿五日の条等参照）
藤原家長、
駒中右記元永元年
E
月十日条「今夜縞薦人一人貝馬守家保
朝臣男、院判官代、」藤隠顕輔十一才、同惟方十叶才 問隆今夜先補判官札
る
九
季七才、同光隆七才、同家明八才等は皆院判官代より出て六位蔵人に補されている中右記天永二年十月二十五日条「抑忠隆者．伊与守基隆朝臣二男、院判官代也、但年十才、幼少無極、加之無受領 本官又無成功 只依殊寵偏浴大恩也、十才三人初任丹波、古今未有此例、人々皆敢不出口欺」
凶近江・美濃・尾張・加賀・越前・但馬・丹波・丹後・美作
・播磨・備前・備中・備後・阿波・伊予等の諸国の称でるる中右記天仁元年
E
月二十四日条「受領十五ヶ国之中、修院
之輩七入、多任熟国」
駒藤原冬嗣のあとである高藤誠
の
為房の系統か、
b
六人補され
ている。勧修寺読とも称されている。
制胸中右記天仁元年
E
月十九日の条
義
親誌誠の一件も其の
一例である
。
創平家物語「日本秋津島はわづかに六十六箇国、平家知行
の国三十余箇国、既K半数に超えたり、其品川荘園、回畠幾数と一式うを知らず、締羅充満して堂上花の如〈幹騎群集して門前市十忙なす。揚州の金、期州の味、央州の綾、萄江の錦 七珍八宝一つとして・欠けた 事なし」
制玉葉治武三年十一月十五日の条（法皇、重盛の越前屈を
収公したるに対し行はれたるクーデターを指す〉
側伊予国弓削島荘（東寺百合文書〉和泉国大鳥荘ハ田代文書〉
播癖国大部荘、伊賀国
黒
田荘ハ東大寺文書
U
備後太問荘（高
野山文書）安芸沼田荘（小早川家女書）等の中に頻見する
。
制玉葉治京五年七月二十一日条「廿一日未南下伝聞、播磨
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園、叉有平国司之
者
一再々、凡外畿諸国皆以如此一再々。
ω
玉葉寿永二年十月ハ犬）二日条「或人去、頭朝所申之三
ケ条事、一は平家所押領之神社仏寺領、憶如本可付本社本寺之曲、可被下宣旨、 氏滅亡為仏神之加護之故也一式々、一は院宮諸家領、同平氏多以庫掠一再々、是又知本返
給
本主、可被
体人怨一再々 一は帰降参来之武士等各宥其罪、不可被行斬罪、其故何者、麗朝昔雄為勅勘之身、依全身命、今当伐君御敵之任、今又落参謹 中 自無如此 類哉、伺以身思之、雄為敵軍、於帰降之輩 寛宥罪科、可令存身命 一再々、此
三
ケ条載
折紙言上一再々、一々之市状 不斉義仲等欺」
幽宝葉
！寿
永二年間十月十三日条「抑、東海東山、北陸三道
之圧菌、国領如本可領知之由、可被宣 之 頼朝申請一再々」の申入に応じて発せられる出回一旨に、次の如く明言させて東山、東海両道に対する頼朝の事実的支配を政治的
κ
認めさせ
たのである。北陸道は「依恐義仲」除外された
。
「先日
宣旨
目、東海東山道等庄土、有不服之輩者、触頼朝可致沙汰一再々」（同十月サ二日条〉
同制宝葉支治元年十一月サ八日条「頼朝代官北条丸、今夜可
謁経房一式々 定一京重事 、又聞、件北条丸以下郎従等 相分賜五畿山陰山陽南海西 諸国、不一諦庄公 可宛催兵棋 拍非菅兵棋之催、惣似可知行岡地云々、凡非一 語之所及」宝葉同十一周廿九日条「伝聞、昨日 法
皇
被仰遣之趣、
重
被達播政、今度八車以勅定被仰 式〔去に吾妻鑑「文治元年十一月廿八日了未補任諸国平均守護地
頭、不一諦一権門勢家庄会、可宛一諜兵根
球
一之由、今夜北条一段、
謁申藤中納言
経
房 卿 一 式 一 式 」
。
同「廿九日戊申北条殿所被申之
諸
国守護地頭兵根米之事、
早任申請可有御沙汰之由、 仰下之問、帥中納言被伝劫於北条 殿 一 式 一 再 」
州四謀叛、殺害入、大呑催促（法学協会雑誌六九三一、石井良
防「大犯三箇条」参照〉
制安田元久「新補地窃に関する一考察」史 雑誌五七ノ玉、
中田薫「鎌倉時代の地頭職
は官
職に非ず」法制史論集二、牧
健二「守護地頭」岩波日本
腰
史等参照
制吾妻鑑文泊二年二月二十八日条「廿八日丙子、被申京都
条々有其沙抹、治定一再々、一仰五畿七道諸国庄園覧除兵棋米未進可令安堵土民事、依此米催事、民戸殊費、於今者、殆無乃貢運上計之由、頻有領家訴之問、及此儀、然者 賦謹使
者
可触麹之由、可被仰北条殿者」
倒吾妻鑑文泊五年四月サ日条「甲午‘奥州追討妻、法皇錐
御坐天王寺、為蔵人大輔定経奉行、安九日、於禁裏、有其沙汰、仰帥中納言得其仰詞、所被書下御教書也」云一再同七月十九日条ハ奥州進発〉同九用八日条（頼朝遺 於京都報奥州平定事〉
倒吾妻鑑建久三年七用サ日条「廿日庚寅、大理飛脚参着、
安十二日任狂夷大将軍給其除目、差勅使 欲被進之由 被申送
一 式 一 再 」
側建仁二年十月二十一日、土御門通親
嘉
ハ会期補任〉
九
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側梶原景時の叛乱ハ正治元年十二月）奥州芝田氏の叛乱〈同〉
域長茂の乱〈建仁元年一周〉阿野会成の謀叛嫌疑事件ハ建仁三年五局）等、つどいて北条時政の陰謀（元久二年七月）源実朝の暗殺〈承久元年芭月〉等起る。
側貞永元年八月制定、五十一箇条「一、可修理神社、専祭礼
事」に始玄
h u
「一、帯問状、御教書、致狼籍事」に終る。社
寺関係、守護地賓の権限に関するもの、所領知行関係、刑事関係、所領譲与関係、訴訟手続等について規定してある
Q
北条泰時の消息「雑務御成敗の問、おなじて なる乙とをも、つよさは申とおし、よわさはうつもるふやうに候を、随分にせいとうせられ候へとも、おのづから人にしたがうて軽重などの でき候はんずらんために、かね℃しきちょうをつ〈られて候」云云
ω
倒永仁の徳政令〈東寺百合文書、康永四年九月下久世百姓等陳状〉「関東御事書法、一、質券琵買地之事、右於地頭御家人之買得地、守本条、過ご十箇年者 本主不及取遮 至御家人井凡下聾之買得地者 不一去 紀遠近、本主可是取返」以 一式一式文永四年十二月にも発令されている。
問問星野恒「両統の建立」〈史学雑誌九の四、八、一
O
、｝一）
三浦周行「鎌倉時代の朝幕関係」ハ日本史 研究所収〉参照花園天皇震記文保元年五 十八日条「裏書、今日密品川聞安夜東使向北山第、進文宮事書一広、未来儲君事 可為後二条院一宮、其後可為新院宮一式一耳、此子細額不得心 天運以凡慮
九
四
計串之条、恐存之由申之処、忽定儲君事如何、首尾不相応曲川、又如此一朝重事乗披露、簡似軽忽、最辺郡人執事之所致数、近年東風蹟有若亡、関東当時無人之故勲、抑此間種々荒説、万端、不可歌記尽而己」
冊一克享元年十二月九日ハ花園天皇震記、神長
E
統記、増盛参
照〉村田珪志「天皇親政の実相 新日本歴史所収
院建武年間記「建武一克年八月、是月、口遊長年八月二条河
原落書云云号、此比都一一ハヤル物一ささ
同州帝室制度史所収 御合弊事、連々以乗照卿申合候之処、入
眼之条珍重候、一一一種神器可有帰坐之上者、可為御該国之儀式之旨得其意候、自今以後両朝御流相代之御譲位今治定候畢、就中、諸国々衛悉皆可為御計候、於長講堂領者、諸国分一回可為持明院股御進止候、以此等趣、吉間右府締門相共可有執候、御入洛 次第等猶申合乗岡山卿 可得其意候哉、恐々謹一官、明徳三、十一月十三日、義満、阿野前内大臣殿」
同東寺百合文書長寛二年十二月廿七日付のもの
「中関親貞解申請領家政所裁事、請被珠車部鴻恩鹿子木御荘預所職次第一式一訳、相伝如此、而高方之時、為停止国街之非法会応徳三年冬比相見調度文書憲・寄 下試験御領畢 一玄 宮」
側東寺百合文書建
A
九年八月サ六日付、同建久九年十月日
付、問貞応三年宣月日付
U W
東寺百合文書文治二年十月十六日付「八条院庁下、丹後国大内卿吉岡荘、可以女房弁戸町、為賢所
職事、右荘者為弁局相伝私領、於本所職者、為断後代牢鑑、
Hosei University Repository
寄進八条院畢、一式一式」
悩良峯系図日「
E
暦年中始寄進本家於法成寺一広一式ー一（荘園志
料五七一頁〉
側興福寺縁起ハ荘閤志料一一一五頁）制小右記治安三年五月昔日条「伝聞、今日関白於高島院立
講演仁王経、山階寺信網皆申故障不参一式一耳、事有由緒、其故老当時長者、不被労寺家、所謂庄園、国々司等悉収会、地子不納、顔蟻令愁申 一切無承引、他事変亦々如此」一定一式
附三条一六皇が一品の宮に其の所領の三 院と冷泉院を議らう
とした時の道長の言葉「昔より御門の御領にてのみさぶらふ
ところを、いまさらに、わたくし物
K
なり侍らむは、便なさ
事なり、おほやけものにて候ふべきなり」ハ犬鏡〉ついで著者
は「されば、代々のわたり物にて、朱雀院とおなじ事に侍
るべきとそ」と結んで る。但し 何時頃から設定されたものか明かでは い
。
制清水
E
健「荘園志料」八代昌治「荘園目録」吾妻鑑、東寺
百合文書、高野山文書、東大寺文書、小早川家文書、間代文書等によって国別に、叉院政の第一期、第二期、第三期別に分類して集計した院政々格下御領荘園一覧表による。
九...,. 
4 ム
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